
 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ Vol.  264］ 

●  さとうみ科学館 ニュースレター「Marine Life」                ● Ｒ06.04.15 ● 

令和６年３月２７日（水）、さとうみ科学館講義室で、

「さとうみ広報大使」委嘱式が行われ、明岳 江田島市長

から呉地方総監 二川 達也 海将へ委嘱状の交付が行われ

ました。 

昨年度、二川総監が市長を訪問された際、さとうみ科学

館にも来館していただきました。市長との懇談の中で、「海

上自衛隊にとって江田島は第二のふるさと。令和６年７月

１日に呉地方隊は創設７０周年を迎え、１１月１日には江

田島市も市政施行２０周年を迎えます。この記念すべき年

に、江田島市やさとうみ科学館のＰＲに協力したい」との

二川総監の思いを伺い、今回の委嘱に至りました。 

今後、二川総監には、瀬戸内海（里海）の豊かさや江田

島湾内に生息するカブトガニの魅力について、様々な場面

で紹介していただきながら、江田島市及びさとうみ科学館

の PRに協力していたただきます。 

【委嘱状】             【広報大使名刺】 

「さとうみ広報大使」の委嘱を

受けるにあたり、その思いを

語られる 

二川 達也 呉地方総監 

今回の「さとうみ広報大使」の

委嘱状や名刺のデザインは、地

域おこし協力隊の守本さんが

担当！（右図） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

運営指導員 花﨑 直子  

子どもが小さい時に、さとうみ科学館の早朝観察会に参加したこともあり、さとうみ

科学館の仕事に興味・魅力を感じて勤務するようになったのが７年前。自然観察会やマ

リン・アドベンチャーなどを通して様々な発見・学びがありました。倉橋島育ちで子ど

もの頃から海で遊んでいたのに、こんなにも身近にいろいろな生き物がいることを初め

て知りました。岩をめくってクモヒトデを初めて見た時は衝撃でした。江田島のいろん

な海岸に行き、そこの海岸の特徴や楽しみ方を知り、江田島を満喫することができまし

た。今では、愛犬との海散歩は日課となり、漂着物で物づくりをする趣味もできました。 

放課後児童クラブのおもしろ実験教室では、さとうみのプロ

グラムをしたり、自分で新しいプログラムを考えたり、とても

勉強になりました。児童のみなさんとふれあうことは元気なパ

ワーをもらえてとても楽しかったです。関わらせていただいた

皆さん、ありがとうございました。 

これからも、江田島の大好きな海を散策し、江田島ライフを

満喫しようと思っています。あちこちで出没すると思うので、

その時はお声掛けください。ありがとうございました。 

                                                    

 

 

 

運営指導員 大下 敏幸 

このたび、３月でさとうみ科学館を辞めることになりました。観察会などで楽しい時間

を過ごさせてもらいました。館内のアクアギャラリーや、各学校に設置している水槽のメ 

ンテナンスをしてきましたが、毎回、「こんどは何の生き物が

はいるの？」と楽しみにしてくれるので、やりがいがありま

した。釣りが好きなので、またどこかの海岸でお会いするか

もしれませんね。 

６年間、ほんとうに長い間お世話になりました。 

ありがとうございました。 

 この春、さとうみ科学館でも職員の人事異動（離任２名、着任３名）がありました。

今年度も、職員一人一人が持ち味を生かしながら、江田島市の自然の豊かさ、科学

のおもしろさについて、みなさんといっしょに学んでいけたらと思っています。 

よろしくお願いいたします。                   （館長） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学芸職員 鍬崎 賢三 
 

この度、新たにさとうみ科学館の学芸職員（正職員）として働くことになりました鍬崎 

賢三（くわさき けんぞう）です。江田島市には、私が大学生の時に何度か訪れており、

その時に江田島や倉橋島の海に潜って生き物の観察をしていました。初めて潜った時はメ

バルの多さに衝撃を受けました。その後、１３年間、水族館の飼育員としてイルカやアシ

カの飼育を担当し、水族館退職後は水辺の生き物を中心に環境調査の仕事をしてきまし

た。色んな視点で江田島の自然を体験しながら学ぶことのできる取り組みを行っていきた

いと思っています。よろしくお願いします。 

                                    

 

 

 

 

 

運営指導員 峯 哲士 
 

今年度、さとうみ科学館でお世話になることになりました。 

大柿町で生まれたので、さとうみ科学館が深江にあることは知っていましたが、なかな

か入館することもなく今に至っています。小学校では理科教育に携わって来たので、今

回、広報誌で運営指導員の募集を知り、ふるさとに恩返しをすることができればと思い

応募しました。 

 これまでずっと小学校のこどもたちと一緒に生活して来たので、この経験が少しでも

役立てばと考えています。 

 

 

 

 

 

運営指導員 下中 茂樹 
 

今年度からさとうみ科学館でお世話になることになりました。 

この島で生まれて高校まで生活し、一度は島外に出ていましたが、この度単身で帰ってき

ました。空気は澄んでおいしいし、周りの人にも親切に声をかけていただいて、戻ってき

てよかったなとつくづく実感しています。水族館のボランティアガイドをしていましたの

で、その経験が少しでも館の事業のお役に立てばと思っています。 

 年齢的にはシニアどっぷりですが、まだまだやる気元気です。「一日一生」の心を持

って頑張っていきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 



江田島市教育委員会 教育部 大柿自然環境体験学習交流館 
 
 
 
       

〒７３７－２２１４ 
広島県江田島市大柿町深江１０７３番地１ 
ＴＥＬ：（０８２３）５７－２６１３ 
ＦＡＸ：（０８２３）４０－３１００ 
メール： satoumimail＠ yahoo.co.jp 
ＨＰ：『さとうみ科学館』で検索  

   

◆事務局スタッフ◆ 
 

館      長：西原 直久 

専 門 員：平山 良太 

学 芸 職 員：鍬崎 賢三 

運営指導員：下中 茂樹 

運営指導員：峯  哲士 

支  援  員：木村 さつき 

里海ナビゲーター：守本 怜矢    

                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆あとがき◆新年度になり、新たな職員にとっては一つ一つが初めてのことばかり！この時期、みなさんも新しい環境で、ワクワク・ドキ

ドキ、“やる気満々”だと思いますが、ゆっくりスタートしましょうね！自分が新人だった頃・・・いつ？（笑）（西原） 

 

 

 

事務局だより 

 

●特別研修会・・・３月３０日（土）、竹原市にある広島大学

瀬戸内 CN 国際共同研究センターブルーイノベーション部

門水産実験所を訪問し、特別研修会を開催しました。施設

見学、研究のお話にくわえ、調査船に乗船し、沖合でのプ 

ランクトン採集や顕微鏡

観察など、直接体験させ

ていただきながら、大学

で行われている「研究の

世界」をのぞかせていた

だきました。ご協力いた

だいた大塚 攻教授、近藤

裕介特任助教、学生の皆

さん、ありがとうござい

ました。 
 

●休日開館日（５月）のお知らせ・・・５月も毎週土曜日を

開館。９：３０－１７：００（入館は１６：３０まで）

です。詳しくは事務局までお問い合わせください。 

 

　潮見表　5月の観察に適した日時　（干潮時刻と潮位）
5月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

曜日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

時分 9:03 10:48 12:05 0:07 1:11 2:03 2:48 3:31 4:11 4:52 5:32 6:14 7:01 8:00 9:21

ｃｍ 171 160 132 84 71 63 63 72 87 105 124 142 157 168 171

時分 20:58 22:40 12:58 13:43 14:24 15:04 15:42 16:20 16:58 17:36 18:15 18:57 19:48 20:58

ｃｍ 88 94 97 61 29 6 -8 -11 -3 14 37 65 93 117

5月 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

時分 10:47 11:54 12:42 0:49 1:35 2:15 2:51 3:26 4:01 4:39 5:18 6:01 6:50 7:46 8:51 10:04

ｃｍ 162 143 120 127 120 114 111 111 114 120 127 135 143 148 147 135

時分 22:27 23:48 13:20 13:53 14:24 14:56 15:29 16:03 16:40 17:18 18:01 18:49 19:45 20:51 22:07

ｃｍ 131 133 96 74 53 37 24 17 16 20 29 44 63 83 100

ｃｍの数字が小さいほど,よく潮が引きます。 令和６年　潮汐表（海上保安庁）から

潮位３０ｃｍ未満（網掛けにしている日）が調査に適しています。

（友の会会員） 

  シニア  １７８名 

ジュニア １４０名 

日  時：令和６年５月２５日（土） 
     １４：３０～１７：３０ 

（干潮時刻 １６：４０ ＋１６ｃｍ） 
 

集  合：さとうみ科学館（１４：３０） 
 

観察場所：大柿町深江釣附海岸 

（観察場所までの移動は各自でお願いします。） 

※ 海岸までの道は少し狭くなっています。 
 

申し込み：令和６年５月２３日（木）まで 

※観察場所付近の駐車スペースには限りが 

ありますので，先着１０組とします。 

◆第１９１回自然観察会のお知らせ◆ 

さあ、海へ出かけよう！！    

 

☆ 持ってくるもの ☆ 

ぼうし、軍手、長ぐつ、 

水筒（飲み物）、タオルなど 

野外観察シーズン到来です。これから夏にかけて昼間に
よく潮が引くので、海辺の生き物観察には最適です。 
ぜひ観察会に参加してみてはいかがでしょうか？ 
きっと楽しい発見が待っていますよ！！ 


